
 

 

 

 

 

    氏名：稲垣 真尋 
（平成 30年度 園芸学科施設野菜コース卒業） 

 

就 農 年 平成３１年 

就農形態 自家就農 

就 農 地 境町 

経営品目 リーフレタス、ネギ、カ

リフラワーなど 

 

 

【農業大学校に入学したきっかけ】 

  高校の時、実家が農家だったので就農を考えていましたが、すぐに就農するよりも同じ志を持った

人たちとの交流や、見識を深めるため、入学を決めました。 

 

 

【在学中の思い出】 

  長期先進農業派遣実習先での人との出会いです。 

今でもお世話になっていますが、その方のおかげで、農業 

を職業としてやっていく覚悟が決まりました。 

 

 

【就農を決意したきっかけ】 

  就職も考えましたが、今まで農業を行っていた祖父母が高  

齢で、農業を引き継ぐよいタイミングであったためです。 

  

【現在の取り組み】 

  現在、祖父母から経営を移譲されたので、販路の拡大や売上を増やす 

ため、従業員の雇用や契約販売先の確保など、幅広く行っています。 

 

 

【これからの夢や目標】 

  肥料や資材の価格高騰の中、それに負けずしっかり利益を出し、従来 

の３Ｋ「きつい」「危険」「稼げない」というイメージを、「稼げる」「かっ 

こいい」「感動がある」に変えていきたいです。 

 

 

【これから「農業を学びたい人」や「就農したい人」へのアドバイス】 

僕が一番大事にしているのは、農業関係の仕事をしている人との交流 

関係です。自分が知らないことや、自分に足りないことは、交流関係を 

大切にすることで解決が見えてきます。積極的に交流し、自分の知とし 

ていきましょう。 

   

夢にときめけ 明日にきらめけ 

（写真１）土づくりのための堆肥散布 

（写真２）きれいに箱詰めされた地域特産のネギ 


